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２－１ 2008 年前橋調査 
2008 年に前橋市立前橋高校で行った調査の概要は以下の通りである。本稿ではこの調査
を「2008 年前橋調査」と呼ぶ。 
調査年月 2008 年 9 月 
調査高校 前橋市立前橋高等学校 
調査学年 高等学校１～2 年生（1 年生 78 名 2 年生 75 名 未記入 1 名） 
及びその保護者 102 名 
調査人数 生徒 154 名（男子 25 名 女子 128 名 未記入 1 名） 
調査方法 アンケート用紙による質問紙法 
２－２ 北関東西部における過去の調査（1980 年調査・1992 年調査） 
群馬県を中心とする北関東の西部において、新方言に関する調査を過去に２回行ってい
る。両調査とも、調査方法はアンケート用紙による質問紙法である。本稿では 1980 年に行





1980 年調査と 1992 年調査「前橋出身高校生」「前橋通学高校生」の概要、及び 2008 年
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前橋調査の概要は【表 1】の通りである。 
【表１】 
調査名 1980 年調査 1992 年調査 2008 年前橋調査




高校 18 校 
群馬県及び栃木
県足利市の県立







調査人数 男子 610 名 男子 600 名 
男子 7 名 
女子 53 名 
計 60 名 
男子 25 名 
女子 128 名 
未記入 1 名 




男子 26 名 男子 20 名 男子 7 名 
女子 53 名 
男子 25 名 
女子 128 名 

















































全体の 7 割を超え、話し相手が同級生、 









































































































































































ると読み取ることができよう。なお、1992 年から 2008 年にかけて通学高校生の使用率は
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